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1　は　じ　め　に

最上地域は山形県の北部に位置し，この地域の気象は水

稲の生育期間を通じて県内他地域に比べて劣るため，収量

構成要素の確保が収量を支配している場合が多い。佐藤夢）

の報告によれば，最上地域における多噺乙はポ当たり枚

数の増大が不可欠であり，安定性の高い多収生育型は．初

期生育が旺盛で，生育中期の生育量増加のやや少ない漸増

型や減少型であると言われている。このため，当地域では

有機物施用と土づくり肥料の増姑を基本に，中苗化，密乳

保温的水管理，活着期追肥など初期生育促進技術の徹底に

ょって収量水準の向上を図ってきた。しかし，それにもか

かわらず苛酷な環境条件下では充分に初期生育確保がなさ

れているとは言えない。

近年，側粂施肥田植機の，山形県における普及率は水田

作付面積の10．1％に達し，掛こ最上地域においては11・2％

とその伸びは顕著である。同機による施肥は施肥位置が根

軌こ近いため初期生育確保に有利であることから，昭和57

年から5か年間山形農試最北支場において，側粂施肥によ

る初期生育確保と収量性について検討したので報告する0

2　試　験　方　法

（日　供試品種：キヨニシキ　中西

（2I　移植期：　5且15－19日

㈱・栽植密度：25．4～27．9株／ポ

（4）土壌条件：表層腐植質多湿窯ボク土

161供試機種：歩行型施肥田植機，乗用型施肥田植機

表1本田施肥法（N　匂／d）

試験区名
基　　　 肥 減肥率

（％）

追　　　　 肥

全眉 活着　 側条 っなぎ 鮎 芸 軌窟 み

全層施 0．6　0．2　　－ 0 －　　 0．2　　 0．15

側粂施 0．52－　0．56 30－35 0．15　　 0．2　　 0．15

3　試験結果及び考察

（り　初期生育促進効果

図1に移植後30日（6月20日）の生育を示した。側粂施

肥区の初期生育の促進効果は，慣行の全層施肥区に比べ，

各年次とも顕著なものがある。側条施肥区の生育は全層施

肥区比で昭和57年が草丈105％，虎当たり茎数113％，58

年がそれぞれ111，110％，以下59年が112，136％，60年が

107，117％，61年が111，129％と早期に，安定的に生育量

の拡大がなされている。側粂施肥区は，低帝位から分げっ

が発生するため，初期茎数確保が早く，有効分げっ決定期

が6月20日以前と早い場合が多い。しかも，全居施肥とは

ば同水準の棟数を確保できる。このように初期生育確保の

早い側粂施肥は初期茎数確保の収量に占めるウエイトが高

い最上地域では，メリットの高い技術と言える。
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図1　側条施肥の初期生育
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衰2　側条施肥における苗の種類と生育（昭61）

基 肥

移 植 時 苗 生 生育 量 （草 加 当 たり茎 数 × 103）
出 穂 期

（月 ．日）薫 数 乾 物 垂 6　 月 7　 月

（枚 ） （呼 ／本 ） 20 日　 3 0 日 1 0 日　　 2 0 日

側 灸 2 ．1 1 ．0 5 1 ，2 1　 2 ．＄9 3 ．6 4　 4 ．5 7 8 ．16

2 ．8　 1．6 8 1 ．17　 2 ．7 4 3 ，4 5　 4 ．1 1 15

〝 3 ．4　 2 ．5 4 1．2 8　 3 ．1 7 3 ．7 2　 4 ．3 2 14

全 層 2 ．7　 1．5 9 0 ．9 0　 2 ．3 3 3 ．6 0　 4．14 8 ．1 7

3 ．5　 2 ．6 5 0 ．6 3　 1 ．8 1 3．0 6　 3．7 （〉 1 7

昭和61年，初期生育確保に対する苗の種類別側粂施肥の

効果を明らかにするため，播種量と育苗日数の異なる苗を

移植し，その本田生育を全層施肥と側条施肥とで比較検討

した。生育初期に不良気象に見舞われたものの，側粂施肥

は各苗とも全層施肥に比べ初期生育が優った。先の報告で

佐藤らは，収量70匂／〃の生育ステージ別生育指標として
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6月30日の生育量2．5－3．0万を示している。この指標に

全層施肥区は克たなかったが，側条施肥区は各苗ともそれ

以上の生育量を確保した。また，7年10日，20日の側条施

肥の生育量は指標である4．0－4．2万，4．5万をやや下回っ

たが，出穂期は同水準の苗では側条施肥区が全居施肥区よ

り1－6日早まった。特に3．4葉の中苗は側条施肥によって

初期生育量はかなり増大し，中期はやや停滞するという安

定度の高い生育を辿った。

表3　収量構成要素の比較

年 次

穂　 数 （1評粒 ‰ ） 豊 熟 歩 合 楕 玄 米 重
（本／ポ ） （％） （匂／〃）

全層　 側 条 全層　 側 条 全 層　 側 粂 全層　 側 条

5 7 50 5　 114 3 3．6 11 8 8 1．7　 － 1．9 60．9 11 1

5 8 5 9 1 10 0 4 0．＄　 106 6 9．1 － 4．8 64．3 10 1

5 9 4 74　 104 3 7．4　 110 8 5．6　 ＋ 1．6 72．8 112

6 0 5 1 1　 93 4 2．5 10 1 8 2．6　 ＋ 4．4 80．1 10 7

6 1 5 30　 100 4 1．0　 100 8 1．8　 ＋ 2．8 73．2 10 7

注．側条：全層区比率

（2I　収量性

全層施肥と側条施肥の収量構成要素の比較を表3に示し

た。各年次とも側粂施肥区が全層施肥区の収量を上回り，

1～12％の増収を示した。これは，穂数増によるポ当たり

概数の増大と豊熟歩合の向上によるものである。また，構

玄米重は5か年平均で全層施肥区70．3匂／〃に対し，側条

施肥区75．5り／〃と高い水準にあり，特に昭和60年の側条

施肥区は85．4上ク／♂と試験年次では最多収となった。
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図2　籾数と豊熟歩合
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図3　同一枚数レベルにおける葉色の推移
（4．1万）（昭60．止彙）

次に，籾数と登熟歩合の関係を図2に示した。これによ

れば．側粂施肥区は全層施肥区に比べ，同じ概数レベルで

Iま豊熟歩合は高い傾向にある。これは．側粂施肥の出穂期

が全層施肥のそれより1－3日早まり，登熟期を好適気象

条件で推移させていること，登熟期間の葉色が側粂施肥は

全層施肥より濃く経過していること，更に，低節位からの

充実した分げっによって穂数を確保しているため，生育中

期に生育最が過大とならず，穂掛、や受光態勢が良いため

と推察される。また，側粂施肥は収量構成要素である虎当

たり概数の増大に有効である反面．基肥童や追肥方法の違

い等によっては過剰な枚数になる場合もみられた。〟当た

り枚数4．5万枚以上では豊熟歩合が低下しやすく，その向

上技術の開発が今後の課題であると言える。

4　ま　　と　　め

以上のことから，初期生育確保のみならず登熟歩合も安

定的に確保しやすい側粂施肥は最上地域の作柄の安定に有

効な施肥法であり，今後更に普及が望まれる画期的な技術

と言える。
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